
 

               

 

 

令和６年能登半島地震に伴う 

被災建築物応急危険度判定士の派遣職員の帰庁報告について 
 

和歌山県から石川県への被災建築物応急危険度判定士の派遣要請により、本市から

派遣していた和歌山市職員が現地での活動を終了し、１月２０日（土）に帰庁します。 

 

 

１ 派遣期間  令和６年１月１２日（金）から２０日（土）まで 

 

２ 帰庁報告会  

   日時   令和６年１月２２日（月）１１時３０分から 

   場所   市役所 ４階 市長室 

   内容   尾花市長に対し、帰庁報告を行います 

   備考   帰庁報告会が終了後、別室にて取材対応させていただきます 

 

３ 派遣数等  被災建築物応急危険度判定士 計４名を派遣 

※１月１２日（金）に２名 被災建築物応急危険度判定士 

１月１６日（火）に２名 被災建築物応急危険度判定本部支援 

 

４ 派遣場所  石川県能登町、穴水町、珠洲市 

 

５ 活動内容  実施本部の運営、及び建築物の被害状況を調査し、余震等による

二次災害発生の危険の程度の判定・表示等 

 

 

 

 

担 当 課 建築指導課 

担 当 者   森 

電    話 （073）435－1100 

内  線  2962 

資 料 提 供 

令和６年１月１９日 

 

 


